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非金属面に塗布された高分子膜厚測定に関する研究

 共焦点顕微鏡LSM510 Pascal5

社会的に，環境負荷の低減や省エネルギーの観点から，建築物や構造物の長寿命化，ライフサイクルコストの低減が求めら
れている．非構造材や塗料などの仕上材は，性能を維持するために更新されることを前提としている．建築分野において，塗
料や被覆材は建築物や構造物を外部の劣化因子から保護するために用いられ，さまざまな物質移動抵抗性の評価が求めら
れる．一般的に遮断性は，気体（酸素，二酸化炭素）透過性（JISK 7126），透湿性（JIS Z 0208）などの項目で評価される．
しかし，建築分野においてこれらの試験法に塗膜を供する場合，遊離皮膜の作製や設置が困難であるため，コンクリートなど
の下地材と一体となって評価されることが多い．得られた結果から，間接的に評価値が算出されているのが現状である．ま
た，これらの方法は，同時に複数の気体種について測定することができない．
そこで本研究では，既存の方法と比較して短時間で正確に塗膜の物質移動抵抗性の評価が可能な測定方法の構築を目的と
して，新たな測定のための建築塗膜用サンプル調製方法について検討を行い，そのうち，本利用については膜厚測定を対象
とした．

建築材料表面を補修する際にはさまざまな高分子を塗布させるため，この高分子の劣化物質の移動性を低減させるメカニズ
ムを研究する際には，膜厚の管理された試験片を作製することが重要である．一般に，高分子塗膜の膜厚の多くは金属系の
基板に塗布され，その膜厚の測定には電気伝導性を前提にした膜厚計が用いられることが多いが，建築材料の多くは電気伝
導率が小さく，既存の膜厚計で測定することが困難であるため，通常はサンプル断面を顕微鏡観察することによって膜厚を計
測してきた．しかし，サンプルの個数や状況によっては断面観察が難しい物も多いため，表面の焦点距離によって対面距離を
高精度に得られる共焦点顕微鏡を用いて塗膜厚を測定することを目的とした．その結果5～50μm程度の塗膜については測
定が可能であることが判明した．
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